【市場調査業】
調査研究開発職種（調査研究開発職務）
	項目
	内容

	役割
	マーケティング・リサーチに関する新たな調査手法、解析モデル、マーケティングモデル（ソリューションモデル）について研究開発を行う。

	仕事の内容
	自社における中長期的な戦略商品の開発や社内ナレッジの普及、対外交流（論文執筆、研究会発表など）等を行う。調査研究のテーマは、調査手法や解析モデル、マーケティングモデル（ソリューションモデル）に関するものである。

	キャリア形成例
	はじめから調査研究開発に配属になることはない。配属になるのは、クライアントサービスや調査実務、調査ＩＴシステムなどをある程度経験したシニア・スタッフ（レベル２）以上からである。キャリアパスとしては主にクライアントサービス、調査実務（集計・解析）、調査ITシステムからがある。
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	求められる知識・能力
	○特別な資格は必要ない。

○顧客企業の事業内容や業界動向、競合他社の動向に関する知識が必要。

○統計に関する知識、調査手法、解析モデルなどマーケティング・リサーチに関する専門的知識が必要。

○マーケティングやマーケティング・リサーチの先進事例に関する知識が必要。

○自社の商品・サービス、競合他社の商品・サービスに関する知識が必要。

○ＩＴに関する知識が必要。

	関連資格・検定
	○統計士（財団法人実務教育研究所）
○社会調査士（社会調査士資格認定機構）

	労働省職業分類（小分類）との対応
	○252-20　調査事務員















































PAGE  

